
ユリカモメ（力モメ科）毎朝東京湾から川をさかのぼり、埼玉県内奥深くまで出勤して来

て、タ方には帰って行く。声は決して良いとは言えないし、きたない所でも平気でェサをあさ

っている。あんまりたくさん群れていると、ついうんざりして、その中に他の種がまじってい

ないかとさがしてしまう。しかし、ある時、新幹線の中から見た水面上の一群れは、車窓に純

白の花たばのイメージを残したし、何よりも、軽々と高いその飛び方は、一種独特の気品さえ 

ある。やはり、私はこの鳥も好きだ。 	 （写真と文・影野 仁） 

mm
四角形

mm
テキスト ボックス
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どこにでもありそうで、それ

でいてあなたにとって心ひかれ

る 「何か」がある。 そんな「マ

イフィールド」を持っている方

も多いでしょう。 今月は、 3 人

の会員に、それぞれのフィール

ドを語ってもらいました。 

の 
松井 昭吾（大宮市） 

もう何年になるだろう。何回通ったことか。 

こ、で出逢ったあのト リ、このトリ、一つー 

つの感激が鮮やかに私の胸の中に生きている。 

私のフィールドは野田のサギ山跡だが、むし

ろ私は 「ノスリの里」 と呼びたい。 

大宮または浦和駅からバスで約30分、 「上

野田」 または 「さぎ山記念公園」 で下車、真 

新しい公園をぬけて見沼用水東縁の土堤に上

って目の前に開ける見沼田んぼを見渡す。私

の眼は早くもいつもの鉄塔に悠々ととまって

いる、I日知のノスリくんを求める。 「いた」 

例によってあの鉄塔のあの場所にいた。冬の

訪れとともにどこからともなくやってきて、 

冬中私たちにあの悠揚迫らざる姿を見せてく

れる吾がノスリ くん、今年も来たか、 と言い

たくなる。 

このあたりではキジバ ト、 ヒョ ドリ、 ツグ

ミ、 ハクセキレイ、 セグロセキレイ、 ムク ド 

リなどは常連だ。 アシの中にはカシラダカが 

大群をなしている。また冬の女王ともいうべ

きタゲリがこの田んぼに数多く来ていて、あ 

の優美な姿を心ゆくまで観察できる。かつて

私はこの場所でオオワシの幼鳥も見た。あれ

は 2 月のあるタ方のことだった。 

コースとしては、 目下工事中の諏訪橋を避 

こ 

けて、森の中を通り、農家や畑の間を抜けて、 

下流の上野田橋を渡ってから、土堤の上を南

下しながら、田んぼ側と川の対岸の林の中を

観察するとよい。野田小を左に見て五斗蒔橋

を左に渡りかえして大通りに出る。こ、で、 

せっかくのシラサギの地を訪れたからには是

非とも、大通りを渡ってシラサギ記念博物館

を訪ねることをおすすめしたい。シラサギで

有名な田中徳太郎氏の作品をはじめ、充実し

たコレクショ ンが見られる。全行程、約lKm 

強の軽いコースながら、吾が「ノスリの里」 

は訪れる人の心をなごませてくれること請合

いである。 

 

エ．,I ふ血 
捜）と見 幡

 

刀
 口
 

 

 

海老原美夫（浦和市） 

浦和市内の住宅地の中に、貴重な自然が残

されている。白幡沼だ。私が時々ここの野鳥

情報を報告するのを聞いたFさんは、 どんな

所かとバイクをとばした。 ところが、案に相  

違して、学校とマンツョ ンにかこまれた小さ

な沼にがっかりして、それ以来 「秘境・白幡

沼」 と、冗談の種になっている。 しかし、彼

らが何と言おうと、子供のころから親しんで 
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来た私たちにとって、そこは、身近かで、貴

重な自然なのだ。 

春・カイッブリの元気な声がひびく。激し

いなわばり争いを続けながら、例年 2~ 3 ペ

アが子育てをする。遊歩道では、シジュウカ

ラやヒョ ドリなどが巣作りにいそがしい。 

夏・カイツプリを初めとして、バン、 カル

ガモなどの親子連れが見られる。その姿とし

ぐさに、通る人々はみな微笑を送る。町中で

子育てを終ったツパメも数十羽、水面上を乱

舞する。ギソヤンマがついと飛ぶ。 

秋・その年生れのカイツブリも、 もう一人

前に潜水をく り返している。岸辺でコサギが

餌をあさり、 ョシゴイがひょうきんな顔をの

ぞかせる。 

冬・コガモ、 オナガガモ、 ハシビロガモな

ど、合計 9 種類く らい、約200 羽のカモが飛

来する。 トモェガモがその美しい姿を見せた

事もある。全面凍結した氷の上で、彼らは暖 

い冬の日ざしをあびてくつろいでいる。 

時には、 ヤマツギやカワセミも記録された

事もある。小さな自然でも、毎日注意深く観

察を続ければ、大きな生命がはぐくまれてい

る事がわかるのだ。 

（武蔵浦和駅から徒歩7 分、または浦和駅

から蕨駅西ロや戸田公園駅行バスなどで「大

里」下車徒歩 3 分） 

 

古 利 根 川 

 

 

山部 直喜（越谷市） 

東武伊勢崎線「北越谷」駅東ロから、野田

行きバスに乗り、 9 番目のパス停 「新方橋」 

で下車。パスの進行方向へ約300 mほど歩く。 

長紋商店を左折し、三本目の電柱をさらに左

折すると古利根川に出る。 ここから約 1. 5 Km 

上流の堂面橋までが、私の冬のフィールドだ。 

ここは、午前中に左岸を上流に歩いて行くの

が、順光になって観察しやすい。 

川に出たら、左手の水門・右岸・左岸をじ

っく り見て欲しい。 カルガモ、 コガモを中心  

に、 カワウや時にはト

川を遡って行くと、 

られ、なかにセグロカ

ダイサギ、 コサギ、 ア

とにらんでいる。 所々

チ ドリ、 タツギがせわ

さらに上流に進むと

る所がある。ここには

モ、 カルガモ、 ヒ ドリ

採食したりしている。 

羽前後のョシガモが混

ハシビロガモ、 オカ ョ

ガモが一番だけいるの

るので注意）。 

やがて、フュンスと

くが、 ツジュウカラ、 

オナガを見るのはこの

イ、 セグロセキレイ、 

く行き来している。 

帰りは、堂面橋近く

越谷・北越谷行きのバ  

モェガモが観察できる。 

ユリカモメが随所で見

モメが混じっている。 

オサギは、水面をじっ

で、 ハマり／ギ、 イカル

しげに採食している。 

右岸が広くなってい

たくさんのオナガガ

ガモが昼寝をしたり、 

この群の中に、必ず10 

じっている。時には、 

シガモも見られる。マ

も愛敬だ（ 7ヒルもい 

児童公園の間の道を歩

ジョ ウビタキ、 モズ、 

あたりだ。 ハクセキレ

シラコバトも両岸をよ 

のパス停「松伏」 から

スに乗るのが便利だ。 
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伊豆沼 ツ ア ー に参 加 して 
萩原正ニ（上里町） 

11月22日から24日にかけて、支部主催の宮 詳しいはずで、今後もツ7-ではこの方式が

城県伊豆沼・内沼探鳥ッアーが行われました。 良いと思いました。 

群馬県の方も含めて総勢22名が11月22日の夜 
	

その晩は、食事・歓談の後、佐藤さんの貴 

10時に熊谷を出発しました。途中、東北自動 重なスライ ドを見せてもらいました。純朴な

車道の SAで仮眠の後、伊豆沼に向かいまし 感じの佐藤さんには、好感がもてました。 

た。器用にどこでも眠れる人とそうでない人 
	

24日は直接福島に向い、お昼頃福島小鳥の 

がいて、車の中では一睡もできなかった人が 森、阿武隈川を探鳥し、帰路につきました。 

いたようです。 
	 鳥あわせの結果は、伊豆沼が56種、福島小 

暗いうちに内沼に着き、ガンの早朝の飛び 鳥の森・阿武隈川が30種でした。 

立ちや雁行を待ちました。空が次第に白んで 
	

今回のツアーでは、案内をしてくださった 

くると、沼には沢山の水鳥がいるのが見え、 
	佐藤さん、企画・調整で御苦労いただき、沼 

賑やかに騒いでいます。何組かが飛び立ち始 エビのお土産まで心配してくださった石井さ

めました。そのうち数えきれないくらいのガ んに、紙上をお借りしてお礼申しあげます。 

ンがいろいろな方向に飛び立ち、 どこを見て 
	

おわりに、 ツアーに参加されたメ ソバーの 

よいかわからないほどでした。 
	 方の俳句を御紹介します。 

旅館に荷物を置き、 日本野鳥の会宮城県支 

部の佐藤さんの案内で、伊豆沼から探鳥が始 
	

飛び立つや 雁の羽音の 空に充つ 

まりました。案内・説明はポイントをついて 
	

かわせみの 背の輝きて 飛びにけり 

おり、地元のことはやはり地元の人のほうが 

新 潟 紀 行 

関越自動車道が全線開通して、新潟は本当

に近くなった。 そんな話を聞いて、急に北の

国の鳥達に会いたくなり、11月の23, 24日の 

2 日間、鳥仲間のN氏と息子さん、Kさんの 

4 人で、予定も立てない自由な鳥見行となっ

た。朝 5 時半に浦和を出て、関越トンネルに

入ったのは 8 時ごろ、一路越後平野を走り、 

約 4 時間で新潟市に着いた。信濃川河口にあ

る鳥屋野潟で、オオハクチョ ウが飛立つのを

見た。 

雨の日本海に沿って戻り、約 1時間半で、 

緑の畑と林に囲まれた静かな佐潟に着いた。 

ガラス窓からハクチョ ウが見えるレス トラン

で昼食。午後の光の中にヒシクイが 3 羽、オ

オハクチョウ 7 羽が見え、冬は湧水のため凍

らず、ハクチョウ達が集まるという湖の風景

を飽かず眺めていた。 

4 時過ぎ、弥彦神社、寺泊へと、 日本海に  

ハクチョウを訪ねて一

楠見邦博（浦和市） 

沿った道路を、押し寄せる波と、波間を飛ぶ

カモメ達を見て走った。海辺の民宿にとまり、 

海の音を聞きながら、ストーブの暖かさに、 

明日見る鳥のととを話しながら、 ビールにの

どをうるおし語りあかした。 

翌朝は曇、宿の前の日本海にカモやウミウ

が飛び、浜ではイソヒョ ドリが青色の背中を

見せていた。日本海の波打ち際をジープで走

った。高い空を佐渡ケ島へ、30羽余りのハク

チョウが飛んで行くのを双眼鏡で追っている

と、すべての事を忘れてしまう様だ。新潟市

を北上し、福島潟、瓢湖と多くの鳥を見たが、 

心に残るのは、 日本海の海鳴りと、空行くノ、 

クチョ ウの群だ。 

そして年が明けて1月、民宿の小母さんが

くれた雪割草が、春を待つ心と、今も吹雪く

新潟への旅と鳥達へと、私の心を誘ってくれ

る。 
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クサシギ ◇11月 26日、浦和市三室の芝川で

約30羽の群れ（国益 勝）。 

シラコバト ◇11月27日、幸手町の中川で 1 

羽（秋間利夫）。 

オジロ トウネン ◇ :11月27日、幸手町の中川

で 6 羽（秋間利夫）。 

力ワセミ ◇12月 1 日、浦和市の大崎公園で 

1 羽（石川和義）。 ◇12月 23日、浦和市大

谷口の遊水池で早 1 羽（近藤 崇）。 

クロジ ◇12月 2 日、寄居町の鐘撞堂山で 1 

羽（石井生高）。◇12月 22日、浦和市野田

のサギ山跡地で早 1 羽（探鳥会居残り組）。 

ノスリ ◇12月 2 日、浦和市道祖士で 2 羽 

（国益 勝）o ◇12月 6 日、熊谷市大麻生

の森で 1 羽（今井明巨）。 ◇12月 25日、与

野市の自宅上空で 1 羽（石井 智）。 

スズガモ ◇12月 6 日、熊谷市河原松山で早 

1 羽（今井明巨）。 

ミヤマホオジロ ◇12月 6 日、熊谷市の大麻

生の森で S 2 羽（今井明巨）。◇12月15日

蓮田市の黒沼浜周辺の雑木林で合 2 羽（中

島郁夫）。 

コガラ ◇12月 6 日、熊谷市の大麻生の森で 

1 羽（今井明巨）。 

アカゲラ ◇12月 6 日、熊谷市の大麻生の森

で 2 羽（今井明巨）。 

ケアシノスリ ◇12月 8 日、渡良瀬遊水池で 

1 羽（中島康夫）。 ◇12月 9 日、寄居町の 

鐘撞堂山で 1 羽（石井生高）。 

コミミズク ◇12月 22日、浦和市の秋ケ瀬で 

1 羽（福井 亘）。 

キクイタダキ ◇12月15日、蓮田市の黒浜沼

周辺の雑木林で 3 羽（中島郁夫）。◇12月 

22日、浦和市野田さぎ山記念公園で 2 羽 

（森本園夫）。 ◇ 1 月 3 日、熊谷市の大麻

生の森で 2 羽（今井明巨）。 

オオタカ ◇12月15日、三芳町の多福寺で若

鳥 1 羽（藤原寛治）。◇12月29日、大宮市

の深作沼で 1 羽（中島康夫）。 ◇ 1 月 3 日、 

熊谷市の河原松山で 1 羽（山口 博）。 

タゲリ ◇12月 20日、浦和市の国昌寺付近の

田圃で 3 羽（大武昭雄）。 

ヒガラ ◇12月21日、浦和市太田窪の氷川神

社付近で 1 羽（近藤 崇）。 

ホオジロガモ ◇12月 23日、浦和市の荒川で

早 1 羽（福井 亘）。 

ョシガモ ◇12月25日、越谷市の古利根川で 

6 羽（山部直喜）。 

トモエガモ ◇12月 25日、越谷市の古利根川

で古 1 羽（山部直喜）。 

コハクチョウ ◇12月 30日、寄居町の荒川で

若鳥 1 羽（吉野由紀夫、岡村克信）。K12 

月 31日、熊谷市の熊谷大橋下流で37羽（今

井明巨）。 

アオゲラ ◇12月 31日、熊谷市の大麻生の森

で 1 羽（今井明巨）。 

コーリカモメ ◇ 1 月 3 日、熊谷市の熊谷大橋

下流で112 羽（今井明巨）。 

セグロカモメ ◇ 1 月 4 日、白岡町の元荒川

で 2 羽（浅田徳次）。 

去年 5 月のパネル展にボランティアとして

参加してとても楽しかったです。色々な人が

来て、 しかもその人々の役に立つことができ

て、大変良かったです。ポランティアをやっ

ている日は、毎日がとっても明るく楽しかっ

たです。学んだ事は、人に対する親切さやや

さしさ、そして鳥に対する深い愛情と情熱で  

した。これからもこの様なボランティ アをた

くさんやれる事を楽しみにしています。 

多田 孝（狭山市） 

謹賀新年 役員の皆様、その他の皆様、 I日

年中はまことに御世話になり

ました。おかげさまで、わず 「‘ 、 

かながらも、野鳥の世界のす

ばらしさがわかって参りまし 鵬’' 

た。 

鈴木高士（大宮市） 

,".,,, 

「‘  、 
ニ 	l、い 

ふ，’・“ 

●

・
．
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ありません。 

筆記用具、雨具、昼食、 ゴミ袋、 もしあれ

ば双眼鏡（なくても大丈夫）などをご用意く

ださい。小雨決行です。 

参加費は、一般＝= 100 円、会員と中学生以

下 = 50円 

野鳥や自然の好きな方、 どなたでも歓迎。 

受付は探鳥会当日です。予約申込みは必要 

2 月 2 日（日） 三芳町 多福寺 

午前 8 時45分東武東上線上福岡駅西口集合 

（武蔵野線南浦和8 】 04発→北朝霞（乗換） 

東武東上線朝霞台→上福岡）または午前 9 

時30分多福寺駐車場集合（大宮駅西口西武

バス所沢行 8 : 30発→地蔵入口下車）。 午

後 1時ごろ解散。冬枯れの雑木林の中、 ア

オゲラやアカゲラのドラミ ングが響き、 カ

ラ類が忙しげに動きまわります。 （担当一

藤原寛治、長谷きみ子、増田 裕） 

2 月 2 日（日） 本庄市 阪東大橋北詰

午前 9 時高崎線本庄駅北口集合（高崎線大

宮 7 : 44発→本庄 9 : 00着）。午後 2 時ご

ろ解散。カモの大群やコノ、クチョ ウを見ま

す。 （担当＝＝田村照治、石井生高、小淵健

二） 

2 月 9 日（日） 熊谷市 大麻生（定例） 

午前 9 時 30分秩父鉄道大麻生駅前集合（秩

父鉄道熊谷 9 】 09発→大麻生 9:18着／秩

父鉄道寄居 9 】 12発→大麻生 9 】 32着）。 

午後 1時ごろ解散。冷たい川にカワセミカこ

ダイ ビング。 林ではェナガやツメを見ます。 

（担当＝＝鈴木忠雄、堀越照雄、今井明巨） 

2 月 1 6 日（日） 浦和市 三室地区（浦和

市立郷土博物館・共催 定例）参加費無料。 

午前 8 時15分北浦和駅東口又は、午前 9 時

郷土博物館前に集合。 午後 1時ごろ解散。 

斜面林を歩く とカケスが飛びシメやジョ ウ

ビタキも現れます。芝川ではコガモやオナ

ガガモ、 ク・サシギ、 タ シギが見られます。 

（担当ニ＝楠見邦博、森本囲夫、福井恒人） 

2 月 2 3 日（日） 蓮田市 黒浜沼 

午前 9 時東北本線蓮田駅東ロバス停前集合。 

午後 2 時ごろ解散。湿地ではクイナやパン

が見られ、雑木林ではカラ類やキクイタダ

キにも会えるでしょう。 

（担当一中島康夫、森本団夫、山部直喜） 

2 月 2 3 日（日） 所沢市 狭山湖 

午前 9 時西武鉄道西武球場前駅広場集合。 

午後 2 時ごろ解散。 （南浦和 8 : 04→新秋

津 8 】 27着→徒歩 7 分→西武秋津駅 8 】 39 

発→西所沢 8 : 46着→狭山線乗換→西所沢 

8 : 52発→西武球場前 8 】 58着）数千羽の

カモとカ ンム リ カイ ツブリ、 上空をオオタ

カやノスリがソ ワ リ ング。 

（担当一海老原美夫、福井恒人） 

2 月 2 4 日（月） 大井野鳥公園 

午前 9 時品川駅港南口改札前集合。バスで

現地へ。午後 2 時ごろ解散。冬枯れのアシ

原の上をチュウヒが飛びます。池にはオカ

ョシガモやハシビロガモが休んでいます。 

（担当＝＝佐寿木勉、草間和子） 

3 月 2 日（日） 寄居町 鉢形城跡と荒川

午前 9 時寄居駅南口集合。 ア ト リ、 シメ。 

3 月 2 日（日） 軽井沢町 野鳥の森

午前 6 時20分大宮駅中央改札口前集合。普

通電車利用の日帰り探鳥会です。 アトリ、 

マヒ ワ、 ウソ、 ミ ヤマホオジロ、 イ カル、 

アオゲラなどを雪の林の中で楽しめます。 

費用は大宮＝= 4, 100 円、熊谷二＝ 3,300 円。 

3 月 8 日（土） 所沢市 狭山湖 午前 9 時

西武球場前駅集合、 カ ンム リ カイツブリ。 

2 月 8 日（土） 野鳥写真教室 

午後 3'-=6 時、浦和市コ ミ ュニティーセン

ターにて。前半は武蔵野野鳥生態写真研究会

会長松田喬さんのお話し 「入門編」。後半は

各自が持寄った写真やス ライ ドを見て、楽し 

く写真談議。ベテ

ランも初心者も、 

写真を持っている

人も持っていない

人もみんな集合。 

（担当一海老原美夫） 
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12月 1日（日） 寄居町 鐘撞堂山と玉淀湖

囚 38人 国 晴 囲 コサギ オシドリ

マガモ カルガモ オナガガモ ト ビ コジュケイ

キジバト ャマセミ カ ワセミ コゲラ キセキレ

イ セグロセキレイ ヒョ ドリ モズ ミ ソサザイ

ルリ ビタキ ジ日 ウビタキ ツグミ ウグイス キ

クイタダキ エナガ ヤマガラ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ カシーラダカ アオジ カ ワラヒワ

シメ スズメ ムク ドリ カケヌ、 ハツボソガラス

ハツプトガラス（ 35種）鐘撞堂山では、元気者のミ

ソサザイが、玉淀湖では、名物のオシドリやヤマセ

ミが、それぞれの場所で役者がちゃんと出揃った。 

12月 8 日（日） 熊谷市 大麻生 

囚 26人 「コ曇 囲 コサギ カルガモ

オナガガモ ノスリ イ ソシギ コ・リカモメ キジ

パ ト カ ワセ ミ アカゲラ ヒバリ キセキレイ

セグロセキレイ ヒョ ドリ モズ ミ ソサザイ ジ

ョ ウビタキ ツグミ ウグイス ツジュ ウカラ メ

ジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒ 7 

りノメ スズメ ムク ドリ カケス オナガ ハシボ

ソガラス ハツプトガラス（ 31種）今にも泣き出し

そうな空に、ノスリ 1羽とカラス 30羽の決戦。 みん

ながノスリ君頑張れノ河原では、コサギの乱舞にカ

ワセミをたっぷり。カワセミ君、 1年間皆勤どうも

ありがとう。 

12月15日（日） 浦和市 三室地区 

囚 62人 国 晴 囲 コサギ カルガ’モ

オナガガモ ノス リ ハマシギ クサシギ タカブ

ツギ イ ソツギ タりノギ コ・リ カモメ ツラコパト

キジパト コゲラ ヒバリ キセキレイ ハクセキ

レイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョ ドリ モズ

ジ． ウビタキ アカハラ ツグミ ウグイス ツジ

ュ ウカラ メ ジロ ホオジロ カツラダカ アオジ

カワラヒワ りノメ スズメ ムク ドリ オナガ

ツボソガラス ハッブトガラス （ 36種）開始早々ノ

スリが風に乗ってゆうゆうと頭上を帆期。みんな口

をあんぐり開けてながめた。林では、コゲラがみん

なを引き付けて独演会。 

12月22日（日） 浦和市 野田 

囚 27人 国曇 囲 コサギ 	 チ 

. ウゲンポウ コジュケイ タゲリ ツラコバト

キジバト ヒバリ ハクセキレイ ヒョ ドり モズ

ジ． ウビタキ アカハラ ッグミ ウグイス ,；ノジ

ュウカラ メジロ ホオジロ カツラダカ アオジ

オオジュ リ ン カワラヒワ りノメ スズメ ムク ド

リ オナガ ハシポソガラス ハシブトガラス 

(28種）寒い日だったが、お目当てのノスリはゆっ

く り樹上に。タゲリは30羽位の群れ。昼食は、暖か

いツラサギ記念博物館で。 

12月23日（月） 大井野鳥公園

囚 13人 「-I 曇後晴 園 カィップリ

イサギ ダイサギ コサギ アオサギ マガモ カ

ルガモ コガモ オカョツガモ ヒ ドリ ガモ オナ

ガガモ ノ、ツビロガモ ホりノハジロ キンクロハジ

ロ スズガモ ト ビ チョ ウゲンボウ バン オオ

バン シロチ ドリ ハマりノギ ニューリ カモメ セグロ

カモメ オオセグロカモメ カモメ ウ ミ ネコ キ

ジバ ト ハクセキレイ ヒョ ドリ モズ ジ， ウビ

タキ アカハラ ツグミ ウグイス シジュウカラ

ホオジロ アオジ オオジュ リ ン カ ワラヒ ワ りノ

メ スズメ ノ、ク ドリ オナガ ハシボソガラス 

(44種）昭和60年最後の探鳥会。 冬鳥も出揃ってに

ぎやか。カモメやカモ達に、元気に新しい年を迎え

るようにと、ごあいさつ。 

1月 3 日（金） 東京都北区 浮間公園と荒川

囚 33人 固 曇 囲 カィッブリ カワウ

ダイサギ コサギ カルガモ コガモ オカョシガ

モ ヒ ドリ ガモ オナガガモ ホりノノ、ジロ アカノ、 

ジロ キンクロノ、ジロ スズガモ ユリ カモメ セ

グロカモメ キジバ ト コ ミ ミ ズク ヒバリ ハク

セキレイ ヒョ ドリ モズ アカハラ ツグミ ウ

グイ ス りノジ． ウカ ラ ホオジロ カ ワラヒ ワ ス

ズメ ムク ドリ オナガ ノ、ツポソガラス ノ、ツプ

トガラス（ 32種）正月らしく、お年玉。 浮間ケ池で

は、アカハジロ合がゆっく り水面に浮び、河原では、 

コミミズクが舞っていた。探鳥会後のほろ酔いも良

かったですよ。今年も、良い年でありますようにガ 

カイツプリ 

チ 	 カッ ト・白戸政枝 
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ご意見をお聞かせください 

事務局や役員、各部担当者、探鳥会リーダ 

ーなど、すべてまったく無報酬どころか持ち

出し覚悟のボランティ アで活動しております

が、それを支えているのは、社会的使命感で

す。その使命の実現の為にも、皆さんのご意

見のつみかさなりが必要です。はば広いあな

たのご意見をお聞かせください。 

写真や原稿などをお待ちしています 

『 しらこばと』は、会員の手で作られてい

ます。表紙用の写真やイラスト、会員の声な

どの原稿、 カッ ト、野鳥情報など、 どんどん

お送りください。お待ちしています。 

岩本久則さんから著書が寄贈されました 

昨年末の忘年会で楽しいお話しを聞かせて

くださった岩本久則さんから事務局へ、ポプ

ラ社発行の『ボクの野鳥観察日記』14冊が送

られて来ました。次代をになう子供たちにあ

げてくださいとの事です。ありがとうござい

ました。ご趣旨の通りに活用させていただき

ます。 

狭山市中央児童館野鳥観察会開催 

12月 8 日、狭山市内、昭代橋下流の入間川

で、たく さんのカモたち、 サギ類、ューリカモ

メなどを観察。県支部からは 4 名のリーダー 

が指導に当りました。一緒に参加したある母

親は、初めて望遠鏡で鳥を見て、 「わあ、や

だ、動いてる」 とさけんでいま．した。 カワセ

ミが魚をとらえてのみこむまでをじっく り観

察できたのに、・ある子供に一番良かった鳥は  

と聞くと 「コガモ」 と答えていました。彼が

最初に見えた鳥なのです。 

会員数は 

1月20日現、在で650 人です。 

④ 務局日司  

11月26日 読売新聞浦和支局より、探鳥会に

ついて間合せ。 （ 12月 6 日にも） 

27日 狭山市中央児童館野鳥観察会につ 

いて打合せ。 

30日 『 しらこばと』12月号袋詰め作業 

（ボランティ ア 7 名）12月 2 日発送。 

12月 1 日 シラサギ記念博物館と共催行事に

ついて打合せ。 

6 日 オオホシハジロ ？の記事用メモと

写真を各新聞社へ持参。 4 社から取

材の電話。 

13日 NHK紅白歌合戦出場希望者につ

き本部より連絡。16日、時間がたり

なくて見つけられないと回答。 

21日 『 しらこばと』1月号袋詰め作業 

（ボラ ンティ ア11名）23日発送。 

27日 日刊スポーツ新聞文化部杉山記者

が、 1月 3 日探鳥会の取材に来局。 

編集部では、あなたのマイフィールド・ガ

イ ドもお待ちしています。形式は、今月号を

参考にして下さい。 『 しらこばと』の連載に

したり、将来の夢としては本にまとめたりと

いろいろ考えられます。支部全体の大きな財

産になることは確実です。どうぞ、ふるって 

投稿して下さい。 	 （山部直喜） 

11月26日 

題字『しらこばと』】日本野鳥の会会長・山下静一 	（イラスト風見出し・鷹尾正済） 

『しらこばと』 
1986年 2月号（第21号） 頒価100 円（会費に含まれます） 
発行人 今 井 昌 彦 発行所 日本野鳥の会埼玉県支部 

発行所事務局嘉％慧,驚亨鷲 4 丁目26番 8 号プリムローズ岸町 107 号 

印届廿所費籍叡鷲9-121130 銀行振込口座埼玉銀行浦和支店普通預金316990 

（無断転載を禁じます） 
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